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平
成
17
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算

賛

否

討

論

委
員　

母
子
家
庭
常
用
雇
用
転
換

奨
励
給
付
金
事
業
は
、
母
子
家
庭

の
方
を
パ
ー
ト
な
ど
の
非
常
勤
雇

用
か
ら
正
規
雇
用
し
た
場
合
に
、

事
業
主
に
30
万
円
を
給
付
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

同
事
業
の
で
き
た
背
景
と
平
成

17
年
度
の
実
績
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

同
事
業
は
、

国
の
方
針
が
経
済
的
支
援
か
ら
自

立
的
支
援
へ
転
換
し
た
こ
と
に
基

づ
き
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

17
年
度
は
実
績
は
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
は
、
パ
ー
ト
か
ら
正
規
社
員

と
し
て
採
用
す
る
リ
ス
ク
が
大
き

い
た
め
と
認
識
し
て
い
る
。

　

同
事
業
を
含
め
た
母
子
家
庭
自

立
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
扶
養

手
当
の
現
況
届
郵
送
の
際
、
チ
ラ

シ
を
同
封
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　

平
成
17
年
度
は
、
福
祉
、
教
育
、

環
境
、
防
災
な
ど
の
施
策
が
積
極
的

に
展
開
さ
れ
た
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
収
入
が
景
気
回

復
や
徴
税
努
力
に
よ
り
増
加
し
、
競

走
事
業
特
別
会
計
か
ら
の
収
益
金
に

つ
い
て
も
経
営
努
力
等
に
よ
り
回
復

し
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、﹁
心
ふ
れ
あ
う　

緑
ゆ

た
か
な　

住
み
よ
い
ま
ち
﹂
を
目
標

に
、
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や

小
学
校
警
備
員
の
配
置
、
水
と
緑
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備
事
業
の
推

進
な
ど
市
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ

た
と
考
え
る
。

　

市
政
の
発
展
と
市
民
要
望
の
実
現

を
目
指
し
、
多
く
の
施
策
が
実
施
さ

れ
た
こ
と
を
評
価
し
、
本
年
度
決
算

に
賛
成
す
る
。

委
員　

校
庭
の
芝
生
化
を
住
吉
小

学
校
で
、一
部
実
施
し
た
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
芝
生
化
を
進
め
る
上

で
の
課
題
や
実
施
し
た
こ
と
に
よ

る
効
果
は
。

学
校
耐
震
化
等
推
進
担
当
副
主
幹

　

芝
生
化
の
効
果
は
、
水
は
け
が

良
く
な
る
こ
と
や
子
供
達
の
緑
に

触
れ
る
機
会
が
、
増
え
る
こ
と
な

ど
が
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
、
芝
生
に
は
養
生

期
間
が
必
要
な
た
め
、
校
庭
の
利

用
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
や
、
芝
生
の
刈
り
込
み
や
除

草
な
ど
の
維
持
管
理
に
係
る
経
費

委
員　

新
規
事
業

で
あ
っ
た
特
産
品

開
発
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
商
品
等
が
開

発
さ
れ
、
そ
の
結

果
の
評
価
は
。

　

ま
た
、
特
産
品

の
認
定
制
度
を
市

が
策
定
す
る
と
聞

い
て
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
の
か
。

経
済
観
光
課
長　

商
品
開
発
は
２

件
、
商
標
登
録
に
つ
い
て
は
１
件

を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
、
す
べ

て
商
品
化
・
商
標
化
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
、
本
市
の
特
徴
を
兼
ね

備
え
た
新
商
品
と
し
て
、
一
定
の

評
価
が
で
き
る
。

　

認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
か
ら
市
民
と
協
力
し
て
、
新

た
な
推
奨
制
度
を
作
り
た
い
と
の

提
案
が
あ
り
、
市
と
し
て
は
、
そ

の
事
業
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

委
員　

三
位
一
体
の
構

造
改
革
等
に
よ
り
地
方

自
治
体
の
財
政
は
、
今

後
大
き
く
変
わ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

本
市
で
は
、
景
気
回

復
や
歳
出
の
見
直
し
等

で
、
財
政
の
改
善
が
図

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

平
成
18
年
度
の
市
税
収

入
見
込
み
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
の
推
移
と
他

市
と
の
比
較
は
。

納
税
課
長　

17
年
度
の
市
税
収
入
済
額

は
、
４
４
５
億
６
３
６
５
万
３
千
円
で

あ
り
、
18
年
度
は
、
こ
れ
を
若
干
上
回

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

財
務
部
次
長　

経
常
収
支
比
率
は
16
年

度
86
・
５
％
、
17
年
度
84
・
３
％
で
18
年

度
は
、若
干
の
改
善
を
見
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
17
年
度
は
多
摩
26
市
の
平
均
が

90
・
７
％
の
中
、
第
２
位
で
あ
っ
た
。

委
員　

本
市
の
乳

が
ん
検
診
で
は
、

乳
が
ん
の
代
表
的

な
画
像
診
断
法
で

あ
る
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
に
よ
る
検

査
が
導
入
さ
れ
て

お
り
、
多
く
の
申

込
者
か
ら
実
施
に

対
す
る
喜
び
の
声

を
聞
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
17
年
度
の
受
診

者
数
と
診
察
結
果
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
同
検
診
の
受
診
枠
拡
大

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

健
康
推
進
課
長
補
佐　

受
診
者
は

２
６
７
０
人
で
、
診
察
結
果
で
は

23
名
の
方
に
、
が
ん
、
あ
る
い
は

同
疑
い
の
所
見
が
あ
っ
た
。

健
康
推
進
課
長　

受
診
枠
の
拡
大

に
つ
い
て
、
本
市
は
多
摩
地
域
で

最
多
の
受
診
枠
を
設
定
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
医
師
や
技
師
の

人
材
不
足
面
か
ら
さ
ら
な
る
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。

委
員　

学
童
ク
ラ
ブ
育
成
料
収
入
が
、

前
年
度
と
比
べ
増
加
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

　

ま
た
、
育
成
料
の
不
能
欠
損
に
つ
い

て
、
そ
の
状
況
と
徴
収
対
策
を
聞
き
た

い
。

児
童
青
少
年
課
長　

育
成
料
に
つ
い
て

は
、適
正
な
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、

平
成
17
年
度
を
初
年
度
と
し
て
三
か
年

で
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
各
利
用
世
帯

の
育
成
料
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

　

不
能
欠
損
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮

や
転
居
先
不
明
な
ど
の
理
由
が
多
く
、

徴
収
対
策
と
し
て
、
文
書
に
よ
る
催
促

や
自
宅
へ
の
臨
戸
徴
収
を
行
う
な
ど
、

一
層
の
徴
収
に
努
め
て
い
る
。

と
人
員
確
保
等
が
あ
る
。

　

今
後
、
校
庭
の
規
模
等
の
違
い

に
よ
り
一
様
に
整
備
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
学
校
の
改
築
等
で
校

庭
整
備
が
必
要
と
な
る
際
は
、
学

校
と
相
談
し
、
検
討
し
た
い
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団

　

小
泉
構
造
改
革
に
よ
り
強
行
さ
れ

た
税
制
改
革
は
国
民
に
大
き
な
痛
み

を
押
し
つ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
平

成
17
年
度
は
、
配
偶
者
特
別
控
除
の

廃
止
な
ど
、
次
々
と
負
担
増
が
押
し

寄
せ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
決
算
は
、
大
規

模
事
業
な
ど
今
後
の
計
画
に
備
え
た

基
金
の
積
上
げ
が
特
徴
と
な
っ
て
お

り
、
増
税
と
負
担
増
か
ら
市
民
を
守

る
た
め
の
施
策
は
不
十
分
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
野
口
市

政
だ
が
、
そ
の
実
態
は
元
に
戻
り
つ

つ
あ
る
と
言
え
る
。

　

市
民
の
生
活
実
態
を
直
視
し
、
市

民
生
活
を
守
る
と
い
う
自
治
体
本
来

の
役
割
を
発
揮
す
る
市
政
へ
の
転
換

を
求
め
、
本
年
度
決
算
に
反
対
す
る
。

市税収入見込みと

経常収支比率の推移は

学
童
ク
ラ
ブ
育
成
料
収
入

 

増

加

の

理

由

は

特産品開発支援事業

 そ の 評 価 は

校
庭
の
芝
生
化

そ
の
効
果
と
課
題
は

母
子
家
庭
常
用
雇
用
転
換
奨
励
事
業

 

そ

の

実

績

は

乳がん検診

受診枠拡大の考えは

委
員　

美
術
館
は
、
一
部
の
利
用

者
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
に
開
か
れ
た
美
術
館
と

し
て
、
市
民
の
参
加
意
識
を
高
め

る
な
ど
様
々
な
企
画
を
打
ち
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
入
場
者
数
を
増
や
す

取
組
と
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
稼
働

状
況
は
。

美
術
館
副
館
長　

平
成
17
年
度
か

ら
は
、
開
館
記
念
無
料
観
覧
日
を

設
定
し
、
ま
た
、
他
課
と
連
携
し

た
子
育
て
関
係
の
事
業
等
を
実
施

し
た
。
18
年
度
は
、
開
館
時
間
の

延
長
等
の
取
組
を
行
っ
た
。

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
17
年
度

の
稼
働
率
が
約
90
％
と
な
り
、
利

用
が
定
着
し
て
き
て
い
る
。

美
術
館
の
入
場
者
数

増
加
の
た
め
の
取
組
は

委
員　

本
市
で
は
、
住
民
基
本
台

帳
に
関
す
る
要
綱
を
改
正
し
、
営

利
目
的
の
住
民
基
本
台
帳
の
大
量

閲
覧
を
制
限
し
た
。

　

そ
こ
で
、
制
限
内
容
と
要
綱
改

正
に
よ
る
成
果
は
。

総
合
窓
口
課
長　

今
回
の
要
綱
改

正
は
、
営
利
目
的
に
よ
る
住
民
基

本
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
、
制
限

を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
請
求
者
の
本
人
確
認

を
実
施
し
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た

資
料
と
合
致
し
た
場
合
に
の
み
許

可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

要
綱
改
正
後
は
、
営
利
目
的
の

閲
覧
は
な
い
。
今
後
、
法
改
正
も

予
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
向
け

さ
ら
に
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

住
民
基
本
台
帳
の
大
量
閲
覧
制
限

 

そ

の

内

容

は

　　▲一部芝生化された住吉小学校




